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図表１

アウトライン

１．日本の非伝統的金融政策

２．非伝統的金融政策と実質金利
そして自然利子率そして自然利子率

非伝統的金融政策と 際金融市場３．非伝統的金融政策と国際金融市場



図表２

「量的・質的金融緩和」

• ２％の物価安定目標を、２年程度で実現

• 「量」の拡大

• 「質」の変化

図表３

マネタリーベースと長期国債保有残高
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図表４

足元までの評価：３つの好転

• 金融の好転

• 期待の好転

• 経済・物価の好転

図表５

株価と長期金利
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図表６
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（注）ＢＥＩ＝固定利付国債利回り－物価連動国債利回り。各時点で残存期間の最も長い物価連動国債の
利回りを使って算出（足もとでは５年物が最長）。

図表７

個人消費と物価
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図表８

非伝統的金融政策と実質金利
そして自然利子率

実質金利の引き下げ• 実質金利の引き下げ

• 自然利子率の上昇

図表９

非伝統的金融政策と国際金融市場

• 非伝統的金融政策と国際資本フローの関係非伝統的金融政策と国際資本フ の関係

• 中央銀行間の国際協力


